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成 度 COC+地域実践教育推進取組 

正課外地域実践教育プロジェ 公募 つい  

 

 各部局等 い COC+事業 新 地域社会を創造す 未来 い ラ カ

プロジェ つい 日頃 協力を賜 感謝申 ます  

 度 本取組 一環 本 度中 正課外教育活動 つい 若者 地域へ

定着 目標を達成す 本学 学生を地域 フ ル 活動 実践 せ

地域理解を高 実践教育を募集 選定 経費を配分 ます  

つ ま 本事業 趣旨を 理解い 各部局等 い 若者 地域へ

定着 強化 資す 取組 つい 募集要項 別添 を踏まえ 経費申請書 別添

を作成 実施概要 理解 資す 資料 あ 場合 併せ 成 月

日 水 ま 記 提出先ま ル 提出 く い 作成 際 本事

業 概要 別添 経費支出 関す 留意点 別添 を適宜 参照く い  

計画す 取組 プロ ラ 開発 実施 評価 段階的 進 限

経費補助期間終了後 う 配慮を 願い ます  

 不明 点 いま 記連絡先ま 連絡く い  

 

記 

添付資料  

別添  成 度 COC+地域実践教育推進取組 正課外地域実践教育プロジェ

募集要項 

別添  成 度 COC+地域実践教育推進取組 正課外地域実践教育プロジェ

申請書及び記載例 記入要領 

別添  ゅ 島 未来を創 知 津梁 橋 事業 概要 

別添  経費支出 関す 留意点 

 

 

問い合わせ先   

＜教育関連事項 つい ＞  

●RCC 事業本部 

担当 山田 内線 8087  

＜経費関連事項 つい ＞ 

●総合企画戦略部地域連携推進課 

担当 大城 内線 2089  

提出先  

●総合企画戦略部地域連携推進課 

E-mail:cocplus@to.jim.u-ryukyu.ac.jp 
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成 度 COC+地域実践教育推進 組 

正課外地域実践教育プロ ェ 募集要項 

 

．本プロジェクトの目的 狙い 

定 COC+地域実践教育推進 組 現在 学 実施 い COC+事業 新た 地域社

会を創造 来叶い ミ カ プロ ェ 別添 参照 一環 若

者 地域へ 着 を目標 組 組 目標を達成 た 学生

を地域 各フ 派遣 こ 活動や実践を通 学生 地域社会へ 理解

を高 地域 維持 発展 必要 実践的能力を形成 機会を創出 ま  

定 こ 度 組 一プロ ェ 正課外地域実践教育プロ ェ を募

集いた ま プロ ェ 沖縄県 自治体や企業 各種団体 連携

学 学生を地域 フ 活動 実践さ 地域理解を高 実践教育 組 対

経費を支援いた ま プロ ェ 度中 正課外教育活動

実施さ 組 正規 授業科目 対象外 支援対象を限 ま  

 

若者 地域へ 定着 ？ 

→止O止+事業 人口減少 伴う地域経済 縮小 歯 を け 各地域

特徴を活 し 自 的 持続的 社会を創生す 成 27 度 止O止+事業公募要領

大学 地域 一体 っ 地域 け 雇用創出や学卒者 地元就職率 向上を目指

し います 本取組 いう 若者 地域へ 定着 具体的 本学を卒業し 学生

将来的 沖縄県内 各地域 中 特 人口減少 続く地域 い 居住 いし仕事 拠点を

築くこ を指します 本取組 こ よう 地域 定着す 卒業生 を 今 大学 し

一定程度確保す 課外 教育取組を支援します  

 

．募集件数 

定 定 ～ 件 

 

．予算配分予定総額 

組当た 千 を 限 定

定

．応募資格 

国立大学法人琉球大学職員就業規則第 条第 項 義さ 大学教員  

公募 正課外地域実践教育プロ ェ い 他 補 金 経費

成を け い いこ 定

 

．募集する取組に求める要件 

琉球大学 正規 学部学生及び大学院生を対象 正課外 教育 組 正規

授業科目 対象外 あ こ  

若者 地域へ 着 いう課題意識を共 組 参加 こ

若者 地域へ 着 図 い 明確 説明

組 あ こ  

地域 再生 活性化 あ い 地域課題 解決 等 資 人材像を具体的

明確 設 達成 向け適合 教育方法を採用 い こ  

沖縄県 自治体 企業 各種団体 あ い 地域住民等 連携 た地域志向型

活動 あ こ  

成 度中 成 ま 遂行 組 あ こ 定
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経費補 期間終了 い 支援 組 成果を活用 的 発展的

改善 見込 組 あ こ 望ま い 例 授業科目へ 発展的展開 等定

．採択後のル ル 

活動終了 以 正課外地域実践教育プロ ェ 成果報告書 を提出

こ  

実施 当た 参加学生 当 組 学 COC+事業 新た 地域社

会を創造 来叶い ミ カ プロ ェ 一環 組 あ こ を明

示 周知 こ  

経費 使用 当た 最少 費用 最大 効果 あ う こ 定

当 組 実施 際 RCC 事業 部 協議を申 出た場合 対応 こ  

申請 組 学 COC+事業 新た 地域社会を創造 来叶い ミ カ

プロ ェ け COC+地域実践教育推進 組 位置 け

こ を了承 こ 定

７（（ 事業 部 ヒ ン び ン 調査を行う場合 求 応 こ 定

定

．支援期間 

成 成 ま 間 正課外教育活動 対 支援 定

予算 執行 成 ま 定

定

．応募期間 

成 日 水 ～ 日 水 定

定

．申請について 

申請者 実施代表者 正課外地域実践教育プロ ェ 申請書 別添 必

要事項を記入 うえ 地域連携推進課 メ 提出 こ また 実施概要

理解 資 資料 あ 場合 併 提出 こ 定
定

提出先 地域連携推進課定続o続pせつ上@下o.すじぜ.つ-rとつkとつ.制続.すp定定

定

．選考及び選考結果の通知 

各申請 組 実施概要等 組 趣旨 目的 いや要件等 を照 合わ

た 選考 ７（（ 事業 部 い 行い 採択 可否 い 学長 決 選考

結果 申請者 実施代表者 通知  

 

．経費 

認 経費 い 以 あ 定

定 定 定 教材開発費 資料購入費 印 費 消耗品費 ンタ ン ップ諸経費 旅費 講

師謝金 講師招聘旅費 会場費等 定

認 い経費 い 以 あ 定

定 定 定 教員 人件費 機械設備費 備品購入費等 定
定
※ く 別添 経費支出 関 留意点を参照 こ  

 

．その他 

プロ ェ 大学改革推進等補 金 文部科学省 経費措置さ

あ た 補 金 係 予算 執行 適正化 関 法 等 経費 執

行 一 限 あ 定

提出さ た 正課外地域実践教育プロ ェ 成果報告書 ７（（ 事業 部

い 各教員 成果や経費 執行状況を確認 進捗状況等 実績 評価を行う  
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成 度 （４（+地域実践教育推進取組 

正課外地域実践教育プ ク 申請書 

部局等           

取組  
 

配分
 

千
 

実施期間  

実施対象  

実施   

育成 人 像  

取組 実施概要

方法 特色 

 

取組 効果 

 

プ ク 終

了後 発展的展

開 い  

 

実施担当者 

代表者 ※を付

 

氏      
所属職  

役職  
担 当 分 担 

   

経費 事項 予定  

千  

積算 訳 備  考 

    

 

 

 

 

 

ケ ュ   
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成 度 （４（+地域実践教育推進取組 

正課外地域実践教育プ ク 申請書 

記載例  

部局等   ○○学部        

取組  地域 ○△□問 解決 貢献 人

育成 向 取組 
配分

 
千

 

実施期間 成 月～ 成 月 

実施対象 琉球大学○△□学部 次 学生 

実施地域 沖縄県○○市 ○○  

育成 人 像 地域 課 を理解  

地域 課 解決 具体的方策を考案  

地域 人々 連携を図  

取組 実施概要

方法 特色 

取組 地域 お いう課 を解決 学生

活動をさ 具体的 □□地域をフ 学生

いう課 解決策を探 フ ワ クお びワ ク ョップ

を実施 そ 際 連携自治体 を外部講師 招聘

取組 特色 連携 点 あ  

取組 効果 

※ 若者 地域へ

定着 観点

含  

を実施 学生 力を向上さ

実習 を通 力 力を身

さ ま 教員 意識 改善を図 を

目標 ま 時 学生 を高 学卒者

地域へ 定着 資 取組  

さ 調査を通 を把握

を行う際 基礎 タ 活用 う ま 学

お 取組 改善 反映 学生 率を○％ま 上昇さ

 

プ ク 終

了後 発展的展

開 い  

 プ ク 終了後 取組 成果を踏まえ 新 授業科目 位置

展開  

実施担当者 

代表者 ※を付

 

氏      
所属職  

役職  
担 当 分 担 
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経費 事項 予定  

千  

積算 訳 備  考 

謝金 

 

旅費 

 

会場代 

 

消耗品 

50 

 

50 

 

  50 

 

」0 

○○謝金 

ェ○人ェ△回＝ ○  

調査旅費 

ェ○人ェ△回＝ ○  

会場借上  

  ェ○人ェ△回＝ ○  

活動実施 料費等 消耗品 

ェ○人ェ△回＝ ○  

 

 

 

 

 

 

ケ ュ  月 自治体 調整 企業や３５４ 調整 

□月 実践教育実施 プ 調査 ンケ を実施 

△月 実践教育 実施 

○月 実践教育 効果 関 分析 ンケ 聞 取  

□月 報告書 作成 提出 
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成 度 （４（+地域実践教育推進取組 

正課外地域実践教育プ ク 申請書記入要領 

 

．部局等 い  

 部局等 称を記入  
 

．取組 配分  

 取組 称 実施 必要 金 総 を記入  
 

．実施期間 

  取組 実施期間を記入 最長 成 月ま  

   お 予算 執行 成 月 ま ま  

 

．実施対象 

  取組 対象を記入  
 

．実施地域 

  取組を実施 地域を記入  
 

．育成 人 像 

  取組 おい 育成 人 像を記載例 い 記入  
 

．取組 実施概要 方法 特色 

 取組 実施概要 方法 特色を記載例 い 具体的 記入  
 

．取組 効果 

 取組 さ 効果を記載例 い 具体的 記入 お 若者

地域へ 定着 観点 含  
 

．プ ク 終了後 発展的展開 い  

 取組 さ 効果を記載例 い 具体的 記入 お 若者

地域へ 定着 観点 含  
 

．実施担当者 

  各実施者 氏 取組 担当分担を記入 お 代表者 氏 欄 ※印を付

 
 

．経費 概算 

 経費 予算 い 事項 各事項 予定 積算 訳等を記入  
 

． ケ ュ  

 取組 ケ ュ を記載例 い 具体的 記入  
 

．そ 他 

 様式枠 わ 必要 応 継紙 記入 構わ い  



事業概要 

成 「7 度 地 知 の拠点大学 よる地方創生推進事業 

～新た 地域社会を創造する 未来叶い ミライカナイ プロジェクト～ 

成 「7 文部科学省補助事業 地 拠点大学 地方創生事業 琉球大学 名桜

大学 申請した 新た 地域社会 創造す 未来叶い イカ イ プロ ェ

採択さ した  

本事業 両大学 連携 主軸 し 沖縄県 市町 企業 民間団体 中

間支援組織等 連携協働す こ 地域 抱え 課題 大学 資源

ッ ン 課題 解決 新産業 用創出等 資す 取組 推進し い

す  

学生 魅力あ 就職先 創出 開拓し そ 地域 求 人 養成す た 必

要 教育カ キュ 改革 地方創生 中心 地方へ 積 目標 し

い す  

 

 

本学 成 「』 地域 た 大学 し 本学 強 生 し 地域

再生 活性 拠点 大学 形成 取 組 地 知 拠点整備事業 大学 （O（ 事

業 採択さ ち 島 未来 創 知 津梁 け橋 事業 以 ち 島事業

実施し い す こ ち 島事業 本学 教員 地域志向 関す カ キュ

及 プロ 提供し 本学学生 地域志向型 人 育成す 学 高 プロ

自治体職員 自治体外郭団体職員へ 能力強 プロ 県民向け 公開講

公開授業 実施す 学 直し充実強 プロ 人 育成 中心 実施し し

た  

一方 地域 用創出 若者定着 い 沖縄県内 有効求人倍率 低く 用吸

収力 弱い一方 多く 学生 県内 就職 望 い 県内志向 顕在 し

産業界 大学 人 ッ 課題 い す  

そ た 本事業 地方創生戦略 地方大学等創生 』 戦略 示さ い 自県進

学率 向 図 た 地域 用創出 若者 定着 目的 し い す  

本事業 本学 学部 横断す 全学的取組 加え 沖縄 部地域 あ 名桜大学

地域 自治体 企業 NPO 中間支援組織等 連携し 地域 抱え 課題。 ) 解決す

た 地域 課題。 ) 大学 資源。 ) ッ ン 基 く産 学 公 官

協働 新産業 用創出等 資す 具体的 地域定着 還元型 教育 研究 社会貢

献事業 実施し す  

事業 実施 あた 沖縄県 い 特 用 若者定着 厳しい沖縄本島 部地

域 島嶼地域 い 点的 取 組 地方創生 地域振興 資す ロ カ イン

持 た 地域志向型 育成し 地域 再生及 活性 推進し い す  



 琉球大学 名桜大学 連携 沖縄全域 け 用創出及 若者定着 向  

‐沖縄本島 部 人 流出地域 国頭 大宜味 け 用創出及 若者定着モ

確立 

‐島嶼地域 石垣市 宮 島市 久米島町 け 用創出及 若者定着モ 確立 

 地域 求 い 産業分 及 新産業創出 担う人 輩出 

 地方創生及 地域活性 担う 地域志向型 育成 
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経費支出 関す 留意点 

 

 正課外地域実践教育プロ 文部科学省 大学改革推進等補助金 原資 し

一定 制約 けます ま 補助金 支出 正課外地域実践教育プロ

組 趣旨及び予算規模 踏まえ 支出 い経費 設定し ます  

例え 教職員 人件費 機械設備費 備品購入費等  

 

 物品費 

 消耗品費 

対象 事務用 教育活動用 消耗品 ソフ ア 図書 書籍 事務用品 等 代価 

※ 支出す い経費 

 当 年度 使用す 予定 く 必要性 乏しい  

 学生 教科書 学生 負担す 費用 

 謝金 代わ し 図書カ 等 購入 

 結果 学生個人 還元 コンテ 副賞 景品 

※ 年度 消耗品 購入 集中し い う 計画的 執行 願いします  

 

 機械設備費 

正課外地域実践教育プロ 経費 機械設備費 備品購入費 対象外 し いま

す  

 

 人件費 謝金 

   正課外地域実践教育プロ 経費 教員 人件費 支出す ませ  

   謝金 学内規程 基 支出す ます  

   学生 対し 資料収集等一定 作業 依頼し 謝金 支払う 可能 す 修学す

学業内容 い 来 修学 支障 い 条件 

 

 旅費 

  対象 業務 事業 実施 必要 教職員等 国内 出張経費 

  学内規程 基 算定 旅行依頼書 報告書等所定 証拠書類 必要  

  交通手段 経路 効率的 経済的 社会一般 常識 照 し 選択 

  学生個人 対象 す 旅費 い 下記担当者ま 御連絡下 い  

   ※支出す い経費 

   旅行傷害保険 事業遂行中 発生す 事故 災害 処理 経費 

   鉄道 リ ン席料金 航空機 パ 料金 

 

 そ 他 

会議費 

※支出す い経費 

学内 打合せ 会議 飲食代 

 

 経費 執行 い  

購入等依頼及び旅費 謝金 係わ 経費 執行 各種期限 確認し計画的 適切 執行 程

願いします  

 

  しく 文部科学省 ム 補助金Ｑ＆Ａ 覧頂く 以下 担当者ま 連絡

く い  



○部科学省 ム 補助金Ｑ＆Ａ 

http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/tokushoku/05030101/004.htm 

 

○経費 支出 い 連絡先 

総合企画戦略部地域連携推進課 大城 内線  


